
平成 19 年度松本研究室大学院生 

秋山大輔氏  平成 20 年 3 月修了  現 都内私立高校教諭 

研究テーマ：低レイノルズ数における圧力測定への MEMS 技術の応用 

   －微差圧センサーの試作－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 試作微差圧センサー外観 
テスト用のため 9 個のセンサーが 1 枚の基板に埋め込まれ

ている．9 個のセンサーは形状，ピエゾ抵抗の配置などが異

なる．それぞれのセンサーに対して特性実験を行った． 

以下修論審査会発表風景 

図 1 圧力センサーの実装概略図 微風速の中に置かれた平板翼の上下面に圧力センサーをアレイ

として実装し，圧力分布を計測することを計画した．しかし，市販の圧力センサーは測定レンジが

5[kPa]程度と大きく，本研究の目的とする 10Pa 程度の微小な圧力の計測には適していない．さらに，

翼面上にセンサーアレイとして取り付け，多点測定するには形状が大きく困難であるなど問題点が

多い．そこで新たに，翼面境界層流れに影響をおよぼさない薄型で，かつ数 Pa の圧力変動を測定

できる微差圧センサー(ピエゾ抵抗型)の開発に着手した． 

0 2 4 6 8 10-10

0

10

20

30

40

Pressure [Pa]

O
ut

pu
t [

m
V

]

 Decompression
 Pressure

Sensitivity 1.121 [mV/Pa]

(a)
0 2 4 6 8 10-10

0

10

20

30

40 Sensitivity 2.214 [mV/Pa]

(b)

図 3 試作微差圧センサーの出力特性 
ダイアフラムの形状等の改善を重ねて，

10Pa の圧力に対して約 20mV(1000 倍の

アンプを通して)の出力電圧が得られた

(b)．(a)の結果は改善前． 
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平成 19 年度松本研究室大学院生 

上田 恆氏  平成 20 年 3 月修了  現 三菱重工業(株)勤務 

研究テーマ：径違い円柱の近接伴流の研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 実験装置の概略図です．長手方向の中途で直径が 40%に急減する円柱模型を用い

て、不連続面が伴流の速度場へどのような影響を与えるかを X 型熱線風速計によって

計測を行った． 

実験条件：直径 d=10mm に基づくレイノルズ数 Re=6500(主流速度 U０≒10m/s) 

図 2  横方向平均速度 V/ U０分布の等値線 
Z=0.5d の中心付近では流れの方向が逆転し外向きに，また，Z=-1.5d では局所的に円柱中心

方向への流れが強められている．これらの領域では直円柱両側から放出された剥離せん断層に

よる中心向き，外向きの交互の流れではなくそれぞれ一方向への流れとなっている．これは，

矢印で示す不連続面で生成された縦渦の影響と考えられる．この縦渦のモデルとして本研究で

は図 3(b)の渦糸モデルを提案した． 

以下修論審査会発表風景 
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